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 大江千里は、平安時代中頃（800 年代後半から 900 年代前半）の人です。この人物の名

前を借りて 19８0 年代に（オオエセンリと読んだが･･･）でデビューした日本のフォークミュー

ジシャンもいました。保護者の世代では、ご存じの方もいらっしゃるかも･･･。話を戻します。   

大江千里は、平安時代の漢詩人でもあり、36 歌仙にも選ばれた人です。この歌のモチーフ

も白楽天（中国の唐の時代の詩人）が、読んだ漢詩『燕子楼』の場面を詠んだといわれています。

また、この歌は、百人一首の中にも見られ、秋を歌った有名な歌のひとつです。  

 「ちぢに」とは、あれこれ際限もなくという意味で、「月を見るとあれこれ際限もなく、だ

んだんと物事が悲しくなってくる。自分だけの秋ではないのに･･･。」という意味です。まだ

まだ夏の暑さも残りますが、朝夕の涼しさは、秋の訪れを感じさせますね。 

 さて、学校では 2 学期がスタートして 10 日余りが経過しました。子ども達は、元気に間

近に迫った体育大会の練習に連日取り組んでいるところです。  

 

 

中体連：今夏も本校の生徒達は、あらゆるところで活躍 

をしてくれました。まず、7 月に行われた中体連の県大 

会では、女子テニス部が団体戦の 1 回戦で三松中学校と 

手に汗握る大接戦を繰り広げました。結果は残念でした  

が、心に残る熱い試合を見せてくれました。個人戦でも  

3 年の黒木心菜・鈴木百花ペアが最後まで健闘をしてく 

れました。また、卓球では 3 年の河埜佑都君がただ１人 

個人戦に出場し、健闘してくれました。 

全国民謡大会：３年生の河埜佑都君が、お盆前に東京で行 

われた「全国民謡大会」に参加し、一般の方々も参加する 

中、郷土の民謡『刈干し切歌』で、見事に全国４位の成績 

に輝きました。河埜君は、本年度日向市が主催する「日向 

市子どもの夢サポート事業」の３名にも選ばれ、自分の夢 

を叶えるためにこの夏東京へ民謡の研修会にも参加してい 

ます。また、１年生の橋本煌佑君は、今夏日向市文化交流 

センタ－で行われた、『第１０回子ども落語全国大会』にお 

いて、予選を勝ち抜き決勝大会へと進み、４位の好成績を収 

めました。橋本君は、芸名「ひむか亭少数」で、古典落語の  
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夏休み中の美々津中学校生の活躍！ 何と全国 4 位が 2 名も！ 

県大会後のテニス部集合写真！ 

県大会後の卓球部３年挨拶！  



「かぼちゃや」を表情豊かに巧みな喋りで見事に披露してくれまし  

た。２名とも今後の活躍が楽しみです。 

日向市平和交流事業参加：日向市では、夏休みの期間を利用し、 

長崎と沖縄へ平和交流事業として、各中学校から生徒を派遣してい  

ます。長崎が「青少年ピースフォーラム」、沖縄が「平和交流学習」  

であり、本年度は３年生の新名樹莉亜さんと富山隼斗君が、それぞ  

れに参加しました。新名さんは、長崎で平和公園を訪れたり、全国 

から集まった中学生との平和交流を行ったりして、地元の広報誌に  

その様子が写真とともに掲載されていました。 

 富山君は、台風１９号・２０号の影響で出発と帰りが危ぶまれましたが、無事に沖縄平和

交流事業に参加することができ、地元の中学生との交流を深めてきたようでした。美々津も

平岩も太平洋戦争中は、沖縄・奄美を始めとする南西諸島からの疎開者を受け入れていたこ

ともあり、未だに疎開の経験をされた方々が、日向の中学生達を温かく迎えて下さっていま

す。これからも戦争を風化させないためにも続けていきたい事業ですね。  

引率された日向市の職員の方や校長先生方から、新名さんと富山君の参加の姿勢・態度を

大変褒めていただきました。美々津中学校の代表として、学校にとってもとても嬉しいこと

で名誉なことです。 

日向市子ども議会：８月２７日（月）に毎年恒例になっている「日向市 

子ども議会」が市役所の市議会場で行われました。ご存じのとり、議会 

場も今年の５月に完成したばかりで、最新のレイアウトで音響や ITC シ 

ステムを取り入れたピカピカの議会場で、子ども達の市政への熱い意見  

や提案がなされ、十屋市長を始めとする市の幹部と意見を交換しました。  

 本校からは、３年生の河埜佑都君と黒木李央さんが参加し、河埜君は、  

日向市の伝統芸能の存続や活性化についての意見を述べ、黒木さんは日  

向市の自然アカウミガメの産卵の保護についての意見や質問を発表しま 

した。２人の意見に対しては、十屋市長を始め、今村教育長、総務部長 

から回答をいただきました。正式な議会の流れや司会運営に基づいて進  

められ、子ども達も慣れない雰囲気にいささか緊張気味でしたが、２人  

とも堂々としっかりと意見を述べることができました。とても良い経験 

になったと思い東京へます。尚、李央さんの発表の様子が、宮日新聞の 9/１ 

（土）の県北版に掲載されていますよ。 （※右は当日の様子） 

 子ども達の活躍（民謡・落語・平和交流）については、文化祭での  

発表も考えています。１０月２８日（日）の校内文化祭に皆様ぜひご  

参加下さい。保護者・ご家族・地域の方々等お待ちしています。  

 

さて、毎日の体育大会の練習は、子ども達が中心になって、集団  

訓練や徒走、団技の練習などに積極的に取り組んでいます。３年生  

やリーダーを中心に声を出し盛り上がっています。楽しみな生徒達  

です。どうぞ９月１５日（土）の体育大会本番を楽しみにされて下  

さい。２学期も全職員で子ども達をバックアップしていきます。  

橋本煌佑君、子ども落語で

の見事な語りの様子です！ 

李央さんの発表の様子！  

議長・記録席に座る２人！  

参加中学生と記念写真！  

河埜君の発表の様子！  

保護者の皆様方、２学期もどうぞ宜しくお願いいたします。 


